
表計算ソフトを活用した
データの分析の授業実践

京都教育大学附属高等学校

山本健司



本日の流れ

1. はじめに

2. データ選び（授業の準備）

3. 授業概要

4. 授業の様子

5. まとめ



はじめに

 データの分析 教科書の内容（相関係数）

 共分散についての説明

 相関係数の計算式

 散布図と相関係数の関係

 実際に相関係数を求める

改訂版数学Ⅰ（数研出版）

 ３つ以上の変量のデータから２項目を選んだときの、相関の強弱を予想し確認
させる。



データ選びについて

 生データの利用

 個人情報の観点

 正の強い相関、負の強い相関、相関がない、のどれかに偏らないデータ。



授業概要

 対象 京都教育大学附属高等学校１年１・２・４組

 授業時間 50分×２

 実施日 ２・４組 2019年９月上旬（２クラス合同）

１組 2019年10月上旬

 備考 本授業までにデータの分析の単元の指導は終了している。



授業概要

（１時間目）

① 競技の概要を聞いて予想

② 各選手の得点一覧を見て予想

③ 得点一覧のデータを配布し、散布図を作って予想

（２時間目）

④ 相関係数も求める式を入力させ、実際の値を確認

⑤ 記録一覧のデータを配布し、得点一覧と見比べて気づく点が無いか話し合わせる。

⑥ まとめ
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 この段階での生徒はどう答えたか（全30班）

 正の相関の強いと思われる２種目（各班２つ）

 砲丸投と円盤投 19班

 100ｍと110ｍハードル 10班

 砲丸投とやり投 ７班

 100mと走幅跳 ７班

 負の相関の強いと思われる２種目（各班１つ）

 100mと1500ｍ 11班

 砲丸投と1500ｍ ５班

 円盤投と1500ｍ ３班

 相関が無いと思われる２種目（各班１つ）

 100ｍと1500ｍ ５班

 100ｍと砲丸投、走幅跳と砲丸投、砲丸投と1500ｍ、400ｍと走高跳、

110ｍハードルとやり投 以上２班
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②各選手の得点一覧をみて予想
（プリントアウトして配布）
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③得点一覧のデータを配布し、散布図を作って予想
（データで配布）
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⑤記録一覧のデータを配布し、得点一覧と
見比べて気づく点が無いか話し合わせる。

得点 記録



⑤記録一覧のデータを配布し、得点一覧と
見比べて気づく点が無いか話し合わせる。



⑥ まとめ

 陸上部の顧問の先生に聞いた話。

 同じ大会の別の年のデータ。

 同じ競技の違う大会のデータ。（オリンピックなど）

 一部種目（走高跳・棒高跳）で起こりうる「記録なし」の扱い。

 途中棄権の扱い。



参考

 日本陸上競技連盟公式サイト

https://www.jaaf.or.jp/competition/detail/1533/#link-02

上のアドレスは2020年の混成競技の結果

 日本陸連ハンドブック（このPDFファイルP.4）

https://www.jaaf.or.jp/pdf/about/rule/handbook/1907.pdf



さいごに

 授業で用いましたデータは、下のアドレスまたはQRコードから閲覧できるよう
になっております。(Google Drive)

https://drive.google.com/drive/folders/1d3sLKfxXCEMf71VyosDndJti4GMfpec6?u

sp=sharing


